
　現在の宍粟市にあたる地域などでは、古代から江戸時代まで、砂鉄を原料とした製鉄が盛んに行われ、特に
鎌倉時代ごろから生み出された宍粟のハガネは刀剣の材料として古くから高い評価を得てきました。さらに江戸
時代には市内各地でたたら製鉄が盛んに行われ、その記憶はいまも地域の人びとに受け継がれています。
　今回のフォーラムでは、平成２７年（２０１５）から令和７年３月まで兵庫県立歴史博物館に設置されたひょうご
歴史研究室の研究成果、ならびに令和６年度に兵庫県立歴史博物館で開催した特別展「ひょうご鉄ものがたり」の
成果をもとに、宍粟の山々で行われたたたら製鉄の実像をわかりやすくお伝えします。
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「鉄を出す～宍粟の製鉄の歴史と遺跡～」
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